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19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
　平成１９年度以降についても、重点整備地区における特定経路のバリアフリー化を、平成２２年度までに終えることを目標に、残る
特定経路約８ｋｍの整備を進める。

施策体系ｺｰﾄﾞ 3-4-2 事 業 名
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歩道バリアフリー化事業

建設局土木部道路課　茂木　　(TEL211-2617)

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

　重点整備地区における特定経路の歩道バリアフリー
化を、平成２２年度までにを終えることを目標に、計画
的な整備を進める。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞　誰もが安全で安心して参加できる社会を形成するため、都心地区、
副都心地区、麻生地区の重点整備地区において、勾配改善・段差解
消・視覚障がい者ブロック設置などの歩道バリアフリー化を行い、札幌
新まちづくり計画に基づき、平成１８年度までに重点整備地区における
特定経路の歩道バリアフリー化率を約８割とする。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
　都心地区では大通南線など７路線で、副都心地区では副都
心団地２号線など４路線で、また、麻生地区では北３９条西線
など３路線で、合計約３．６kmの歩道バリアフリー化を実施。平
成１６年度末までに特定経路約２７kmのうち約１１．６kmを整備
し、バリアフリー化された歩道の割合を約４割とした。

　都心地区では下手稲札幌線など９路線で、副都心地区では
厚別小野幌線など２路線で、合計約３．７kmの歩道バリアフリー
化を実施。平成１７年度末までに特定経路約２７kmのうち約１５.
６kmの整備を行い、バリアフリー化された歩道の割合を約６割と
した。

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
　都心地区では大通北線など13路線で、副都心地区では下野
幌幹線など2路線で、合計約4．1kmの歩道バリアフリー化を実
施した。平成１８年度末までに特定経路約２７kmのうち約１９km
の整備を行い、バリアフリー化された歩道の割合は約７割と
なった。
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評    価　（成　果）

課    題

平成１８年度末までに特定経路の約８割（75％）の歩道をバリア
フリー化する見込みであったが、ロードヒーティングや表層材な
どの影響による経費の増大や他事業との連携による整備時期
の延伸などから、予定のバリアフリー化率に達することができな
かった。今後も、引き続き、事業に取り組み高齢者や身体に障
がいのある方などにとって安全で安心な歩行空間の拡充を図
り、平成22年度の目標達成に努める。

重点整備地区以外における歩道バリアフリー化の検討
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（単位：千円）

3-4-2

計

2,100,000

項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 歩道バリアフリー化事業施策体系ｺｰﾄﾞ

618,000
803,000

0
679,000

2,853,738
779,300

1,487,100
0

587,338

18 年 度

816,000
240,000
312,000

0
264,000
823,100
264,300
382,000

0
176,800

17 年 度

638,000
188,000
244,000

0
206,000

1,134,638
315,000
578,700

0
240,938

16 年 度

646,000
190,000
247,000

0
209,000
896,000
200,000
526,400

0
169,600

国 ･ 道 支 出 金

事 業 費

財

源

内

訳

計　画 市 債

そ の 他

一 般 財 源

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

平成16年度：現地詳細調査・測量の結果、当初計画に対し車道嵩上げなどの工法変更に伴う工事費の増額や沿道地先のロード
ヒーティング補償工事費の増加により、計画事業費と実績事業費に差異が生じた。

平成17年度：現地詳細調査・測量の結果、当初計画に対し車道嵩上げなどの工法変更に伴う工事費の増額や沿道地先のロード
ヒーティング補償工事費が増加したほか、他事業との連携から予定箇所のうち、早期に完了することが必要となった路線についても
事業を実施したため、計画事業費と実績事業費に差異が生じた。

平成18年度：現地詳細調査・測量の結果、当初計画に対し車道嵩上げなどの工法変更に伴う工事費の増額などにより、計画事業費
と実績事業費に差異が生じた。

18 年 度 末
( 目 標 )

国 ･ 道 支 出 金

事 業 費

財

源

内

訳

市 債

そ の 他

一 般 財 源

21km

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

バリアフリー化が完了した歩道
※1

の延長 7.9km 11.6km 15.3km 19.4km

※1　札幌市交通バリアフリー基本構想に定めた重点整備地区における特定経路

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

道路整備費（一部） 臨時 枠内

計

896,000

896,000

1,134,638

1,134,638

823,100

823,100

2,853,738

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

0

0

0

0

2,853,738

進 捗 率 ( ％ )

－
－
－
－
－

135.9
－

－


